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１ 調査の目的

この調査は 永住帰国した中国残留邦人等の生活実態を把握し 支援施策に関する

■ 調査の概要

この調査は、永住帰国した中国残留邦人等の生活実態を把握し、支援施策に関する
基礎資料を整備することを目的とし、特に、平成２０年４月から実施している｢新たな支援策｣
の効果を検証するために実施したものである。

なお、「新たな支援策」とは、中国残留邦人等の方々が置かれている特別な事情に
かんがみ、老後の生活の安定のための｢満額の老齢基礎年金等の支給」に加え、世帯
収入が一定の基準を満たさない６０歳以上の中国残留邦人等に支給する「支援給付｣及び
身近な地域における日本語を学ぶ場の提供や地域の人々との交流等を行う「地域生活支援
事業」を骨子とする支援施策である事業」を骨子とする支援施策である。

２ 調査の対象

昭和３６年４月１日(拠出制の国民年金発足)以降に永住帰国した中国残留邦人等の本人
（以下「帰国者」という。）のうち、調査基準日において、永住帰国後１年未満の者を除いた
６，０２０人を対象とした。

なお 中 残留邦 等と 戦後 乱等 中 び樺太等 地域 残留をなお、中国残留邦人等とは、戦後の混乱等により、中国及び樺太等の地域に残留を
余儀なくされた方々のことをいう。

また、平成１５年度に実施した「中国帰国者生活実態調査」（以下「前回調査」という。）では、
昭和４７年９月２９日の日中国交正常化以降に永住帰国した中国残留邦人のみを対象と
していたが、今回の調査では、昭和３６年４月１日以降に永住帰国した樺太等残留邦人に
ついても調査の対象とした。

３ 調査基準日

平成２１年１０月１日

４ 調査の期間

平成２１年１１月１０日～平成２２年２月１２日平成２１年１１月１０日 平成２２年２月１２日

５ 調査の方法

調査対象者に調査票及び回答用紙を郵送し、帰国者自らが記入した回答用紙を調査
事務局に返送する方法により実施した。

６ 調査の結果６ 調査の結果

調査の結果については、回答のあった４，３７７人(回答率７２．７％）について取りまとめた。
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Ⅰ 中国残留邦人等実態調査結果の概要





１ 帰国者の年齢

帰国者の平均年齢は71 6歳

年齢別の割合では、60歳代が48.5％、70歳代が33.6％、80歳以上が16.8％となっている。

区分 今回調査_帰国者 今回調査_配偶者 前回調査_帰国者

（概要表１ 帰国者及び配偶者の年齢） n（有効回答数）=4,377

帰国者の平均年齢は71.6歳

40歳未満 0人 0.0% 8人 0.3% 2人 0.0%
40～49歳 4人 0.1% 33人 1.1% 14人 0.3%
50～59歳 44人 1.0% 209人 7.2% 727人 17.8%
60～69歳 2,123人 48.5% 1,417人 48.5% 2,225人 54.3%
70～79歳 1,471人 33.6% 966人 33.1% 780人 19.1%
80歳以上 735人 16.8% 231人 7.9% 346人 8.5%
不明 0人 0 0% 55人 1 9% 0人 0 0%

２ 帰国者の都道府県別居住割合

不明 0人 0.0% 55人 1.9% 0人 0.0%
計 4,377人 2,919人 4,094人

平均年齢（歳） 71.6 68.6 66.2

帰国者の居住地は全都道府県に及ぶが、東京都が24.3％と最も多く、大阪府10.3％、
神奈川県 7.7％、愛知県5.2％、埼玉県5.2％と続いている。

東京都居住の帰国者が24.3％

（概要グラフ１ 都道府県別帰国者居住割合） n=4,377
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-概要1-



３ 帰国者の日本語理解度

「日常のほとんどの会話に不便を感じな 帰国者が

帰国者の日本語の理解度について、「日常のほとんどの会話に不便を感じない」 と答えた
帰国者が43.7％で、前回調査（38.4％）より5.3ポイント増加した。

「日常のほとんどの会話に不便を感じない」帰国者が43.7％

（概要グラフ２ 帰国者の日本語理解度） n=4,377

6.938.4 27.0 26.6 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

日常のほとんどの会話に不便を感じない 買い物、交通機関の利用に不自由しない

片言のあいさつ程度 まったくできない

無回答

４ 帰国者の就労状況

「現在就労している」と答えた帰国者は4 5％で 前回調査（13 9％）より9 4ポイント減少

43.7 22.6 25.1 4.9 3.7今回調査_全体(n=4,377)

就労者は4.5％に減少

「現在就労している」と答えた帰国者は4.5％で、前回調査（13.9％）より9.4ポイント減少
している。

一方、「以前就労していた」と答えた帰国者は47.0％で、前回調査（35.3％）より11.7ポイント
増加していること、また、「現在就労している」と答えた帰国者は、60歳未満では43.8％と
なっているのに対し、60歳から64歳では7.6％となっていることから、定年を迎えたこと
などにより退職した帰国者が増加していると思われる。

（概要グラフ３ 帰国者の就労状況） n=4 377

13.9 35.3 44.2 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

現在就労している 以前就労していた 就労したことがない 無回答

（概要グラフ３ 帰国者の就労状況） n=4,377
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-概要2-



５ 「新たな支援策」の満足度

「新たな支援策 に「満足 ｢やや満足 が74 9％

「新たな支援策」の満足度について、「満足」、「やや満足」と答えた帰国者は74.9％で、具体
的に良くなったと思う点について、「収入が増えた」と答えた帰国者が57.5％で最も多く、
「気持ちのゆとりが増えた」が33.8％、「役所・福祉事務所の対応が良くなった」が31.8％と
続いている。

「新たな支援策」に「満足」、｢やや満足」が74.9％

（概要グ 「新たな支援策 満足度（年齢別））

31.8 43.1 12.3 7.3 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,377)

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（概要グラフ４ 「新たな支援策」の満足度（年齢別）） n=4,377
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9.5

7.1

8.3

5.5
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（概要グラフ５ 「新たな支援策」の実施によって良くなったと思う点(年齢別））〈複数回答〉

n=4 377

57.5％

25.9％

16.3％
23.0％

20.4％ 21.1％

31.8％ 33.8％

3.9％
11.1％
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くなった
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その他 無回答

全  体 4,377人 57.5％ 25.9％ 16.3％ 23.0％ 20.4％ 21.1％ 31.8％ 33.8％ 3.9％ 11.1％

60歳未満 48人 12.5％ 20.8％ 10.4％ 8.3％ 10.4％ 4.2％ 14.6％ 27.1％ 10.4％ 29.2％

60歳～64歳 422人 43 1％ 39 6％ 20 6％ 25 6％ 26 5％ 26 3％ 35 3％ 33 4％ 2 4％ 11 8％

0％

60歳～64歳 422人 43.1％ 39.6％ 20.6％ 25.6％ 26.5％ 26.3％ 35.3％ 33.4％ 2.4％ 11.8％

65歳～69歳 1,701人 61.0％ 36.1％ 20.5％ 26.9％ 24.0％ 29.7％ 35.5％ 34.7％ 3.6％ 9.3％

70歳～74歳 1,036人 59.9％ 23.4％ 16.2％ 26.4％ 21.2％ 21.3％ 31.4％ 35.6％ 4.4％ 10.1％

75歳～79歳 435人 57.5％ 13.6％ 11.0％ 19.5％ 14.5％ 9.9％ 26.4％ 31.7％ 4.8％ 13.1％

80歳以上 735人 56.9％ 5.4％ 7.9％ 11.0％ 11.7％ 5.3％ 26.1％ 31.0％ 3.8％ 13.9％

年

齢

別

-概要3-



６ 帰国者の年金の状況

公的年金を受給し る帰国者が

国民年金等の「公的年金を受給している」と答えた帰国者は85.5％で、前回調査（52.4％）
より33.1ポイント増加している。

（概要グラフ６ 帰国者の年金の受給状況（年齢別）） n=4,377

公的年金を受給している帰国者が85.5％

85.5 9.1 5.4

52.4 41.4 6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

今回調査_全体(n=4,377)

受給している 受給していない 無回答

4.2

58.8

89.4

91.7

35.1

5.3

4.2

6.2

5.3

60歳未満(n=48)

60歳～64歳(n=422)

65歳以上(n=3,907)

年間の年金の受給額が60万円以上と答えた帰国者は67.6％で、前回調査（23.7％）より
43.9ポイント増加しており、受給者の割合も受給額も増加している。これは「新たな支援策」の
骨子の一つである「満額の老齢基礎年金等の支給（※）」の効果であると思われる。

年間の年金受給額が60万円以上の帰国者が67.6％に大幅増

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０万円未満 ６０万円以上８０万円未満

８０万円以上１２０万円未満 １２０万円以上

無回答

（概要グラフ７ 帰国者の年金の年間受給額） n=3,744

※「満額の老齢基礎年金等の支給」

76.3

11.2

8.5

40.0 10.3 21.2

8.4

17.3

6.8 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

今回調査_全体(n=3,744) 平均 85.8万円

※「満額の老齢基礎年金等の支給」
・・・中国残留邦人等の国民年金の被保険者期間に係る保険料の追納を認めるとともに、

追納に必要な保険料相当額を全額国が負担することにより、満額の老齢基礎年金等の
支給を可能にするもの。

-概要4-



７ 支援給付の状況

ほぼ全ての生活保護受給者が支援給付 移行

「支援給付（※）を受給している」と答えた帰国者は60.5％。一方、「生活保護を受給して
いる」と答えた帰国者は0.5％で、前回調査（58.0％）より大幅に減少しており、ほぼ全ての
生活保護受給者が支援給付へ移行したと思われる。

ほぼ全ての生活保護受給者が支援給付へ移行

（概要グラフ８ 帰国者の生活保護・支援給付受給状況） n=4 377（概要グラフ８ 帰国者の生活保護 支援給付受給状況） n 4,377

生活保護を受給している
支援給付を受給している
支援給付を以前受給していたが、現在は受給していない
支援給付も生活保護も受給していない
無回答

22.90.5 60.5 2.9 13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

全体(n=4,377)

【参考】 前回調査における帰国者の生活保護の受給状況

受給している

以前受給していたが、現在は受給していない

一度も受給したことがない
無回答

58.0 25.4 13.7 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

前回調査_全体

※「支援給付」
・・・満額の老齢基礎年金等の受給によっても、なお、その世帯の収入の額が一定の基準を

満たさない60歳以上の中国残留邦人等に、公的年金制度を補完するものとして実施して
いる給付。
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８ 海外への渡航状況

最近１年間に約３割が「親族訪問 「墓参 の目的で海外渡航をした

最近１年間に、「親族訪問」､「墓参」の目的で「海外渡航をした」と答えた帰国者は32.0％と
なっている。

※ 帰国者の特別な事情を踏まえ、原則２ヶ月以内の中国等への渡航期間中は、

「支援給付」を継続支給することとしている。

最近１年間に約３割が「親族訪問」､「墓参」の目的で海外渡航をした

32 0 61 6 6 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4 377)

はい いいえ 無回答

（概要グラフ９ 最近1年間の「親族訪問」､「墓参」のための海外渡航の有無） n=4,377

９ 永住帰国後の生活

32.0 61.6 6.4全体(n=4,377)

生活が「苦しい」 「やや苦しい」と答えた帰国者の割合が大幅に減少

現在の生活状況について、「苦しい」、「やや苦しい」と答えた帰国者は28.6％で、前回調査
（58.6％）より30.0ポイント減少している。一方、「余裕がある」、「やや余裕がある」と答えた
帰国者が23.4％で、前回調査（7.7％）より15.7ポイント増加している。

生活が「苦しい」､「やや苦しい」と答えた帰国者の割合が大幅に減少

【参考】「平成21年国民生活基礎調査」における生活意識の状況
ゆとりがある 4 1％ 普通 37 9％ 苦しい58 1％

余裕がある やや余裕がある どちらともいえない

やや苦しい 苦しい 無回答

ゆとりがある 4.1％、 普通 37.9％、 苦しい58.1％

（概要グラフ１０ 現在の生活状況） n=4,377

20.3 43.8 20.6 8.0

1.1

3.1

6.6
31.7 28.4 30.2 2.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体
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帰国後の感想について、帰国して「良かった」、「まあ良かった」と答えた帰国者は76.5％で、
前回調査（64 5％）より12 0ポイント増加している

約８割の帰国者が帰国して「良かった」、「まあ良かった」と回答

前回調査（64.5％）より12.0ポイント増加している。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良かった まあ良かった どちらともいえない

やや後悔している 後悔している 無回答

（概要グラフ１１ 帰国後の感想） n=4,377

33.4 43.1 13.7

30.6 33.9 22.9

4.0

7.5
4.0

1.4

1.1

4.4今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体

将来に対する心配・不安で、「健康の不安」と答えた帰国者が27.4％で最も多い。

将来に対する心配・不安で、最も多いのは「健康の不安」

15.0％

27.4％

16.5％
12.3％ 12.0％

9.7％
20％

30％

40％

50％

（概要グラフ１２ 将来に対する心配・不安） n=4,377

日本語が

できない

生活習慣

の相違

健康の不

安

老後生活

の不安

（経済的）

老後生活

の不安（面

倒を見てく

れる人が

いない）

生活が苦

しい

働くところ

がない

技術が生

かせない

職場や近

所の人間

関係

日本の親

族と交流

できない

子・孫の

将来につ

いて

その他 無回答

1.3％ 1.3％ 0.4％ 0.2％ 0.2％ 1.0％ 2.6％

0％

10％
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１０ 日本に在住している家族の状況

帰国者 人当たりの日本在住家族は 人

日本に在住している家族がいると答えた帰国者は91.5％で、帰国者１人当たりでみると
その人数は平均で9.17人となっている。

帰国者１人当たりの日本在住家族は9.17人

（概要グラフ１４ 日本に在住している家族の有無） n=3,318

いない
8.5%

いる
91.5%

帰国者 養父母 配偶者 子 子の配偶者 孫 その他 合計

日本在住家族がいる帰国者数 101人 2,253人 2,907人 2,404人 1,487人 173人

（概要表２ 日本在住家族の続柄別人数） n=3,318

本 帰国者数 , , , ,

日本在住家族の人数（Ａ） 3,318人 131人 2,253人 9,167人 6,866人 7,861人 819人 30,415人

帰国者１人当たりの
日本在住家族の人数
（A / 帰国者数=3,318人）

1.00人 0.04人 0.68人 2.76人 2.07人 2.37人 0.25人 9.17人
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１１ 地域生活の状況

帰国者の約 が地域活動に参加

「地域域活動に参加したことがある」と答えた帰国者は74.7％で、参加した主な活動内容は
「町内会･ 自治会の地域清掃」が66.2％で最も多く、「地域の祭」が28.3％などとなっている。

また、「日本語が分からないから」との理由で、今後、地域活動に参加したくないと答えた
帰国者が47.7％で最も多くなっている。

（概要グラフ１５ 地域活動参加状況） 4 377

帰国者の約75％が地域活動に参加

無回答
9.9%

ない
15.4%

（概要グラフ１５ 地域活動参加状況） n=4,377

ある
74.7%

（概要グラフ１６ 地域活動参加状況） 〈複数回答〉 n=4,377

66.2

28.3

22.5

9.5

9.0

5.9

75.6

27.8

19.4

7.7

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

町内会 ･ 自治会の地域清掃

地域の祭

防災訓練

民間のサークル活動(スポーツ、趣味の教室等)

都道府県・市区町村が実施する交流事業（地域生活支援事業）

ボランティア活動

6.0

5.8

7.3

5.1

15.4

9.9

6.5

10.6

7.2

7.9

6.0

14.5

バザー、廃品回収

学校のPTA

地域の学校の行事(文化祭等)

その他

参加したことがない

無回答

今回調査_全体

前回調査_全体

47.7

12.7

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日本語が分からないから

近所の人とつきあいがないから

興味がないから

（概要グラフ１７ 今後地域活動に参加したくない理由） 〈複数回答〉 n=755

3.4

7.4

35.0

0.7

時間がないから

参加したいものがないから

その他

無回答
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Ⅱ 中国残留邦人等実態調査結果





１ 帰国者世帯の概要

（１）帰国者及び配偶者の年齢
帰国者の平均年齢は71.6歳、配偶者は68.6歳となっている。帰国者の年齢別では、60歳代が

48.5％、70歳代が33.6％、80歳以上が16.8％となっている。
（２）都道府県別帰国者居住割合

区分

40歳未満 0人 0 0% 8人 0 3% 2人 0 0%

今回調査_帰国者 今回調査_配偶者 前回調査_帰国者

（表１ 帰国者及び配偶者の年齢） n=4,377

（２）都道府県別帰国者居住割合
帰国者の居住地は全都道府県に及ぶが、東京都が24.3％と最も多く、大阪府10.3％、

神奈川県7.7％、愛知県5.2％、埼玉県5.2％と続いている。

40歳未満 0人 0.0% 8人 0.3% 2人 0.0%
40～49歳 4人 0.1% 33人 1.1% 14人 0.3%
50～59歳 44人 1.0% 209人 7.2% 727人 17.8%
60～69歳 2,123人 48.5% 1,417人 48.5% 2,225人 54.3%
70～79歳 1,471人 33.6% 966人 33.1% 780人 19.1%
80歳以上 735人 16.8% 231人 7.9% 346人 8.5%
不明 0人 0.0% 55人 1.9% 0人 0.0%

計 4 377人 2 919人 4 094人計 4,377人 2,919人 4,094人

平均年齢（歳） 71.6 68.6 66.2

24.3

0% 10% 20% 30% 40%

東京都

（グラフ１ 都道府県別帰国者居住割合） n=4,377

10.3

7.7

5.2

5.2

4.3

大阪府

神奈川県

愛知県

埼玉県

長野県 4.3

4.0

3.3

2.9

2.8

30 0

長野県

千葉県

北海道

広島県

兵庫県

その他 30.0その他
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２ 帰国者及び配偶者の日本語習得状況

（１）日本語の理解度
「日常のほとんどの会話に不便を感じない」と答えた帰国者は43.7％で、前回調査（38.4％）より

5.3ポイント増加した。
一方、配偶者は、 21.0％が「日常のほとんどの会話に不便を感じない」と答え、前回調査

日常のほとんどの会話に不便を感じない 買い物、交通機関の利用に不自由しない

片言のあいさつ程度 まったくできない

（グラフ２ 帰国者の日本語理解度（帰国経過年数別・年齢別）） n=4,377

方、配偶者は、 2 .0％が 日常のほとんどの会話に不便を感じない」と答え、前回調査
（13.3％）より7.7ポイント増加した。

43.7 22.6 25.1

6.9

4.9

38.4 27.0 26.6

3.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

今回調査_全体(n=4,377)

片言のあいさつ程度 まったくできない

無回答

23.1

25.0

21.1

35.7

15.4

31.3

26.3

14.3

46.2

12.5

31.6

28.6

15.4

31.3

15.8

21.4

0.0

0.0

5.3

0.0

2年未満(n=26)

2年以上3年未満(n=16)

3年以上4年未満(n=19)

4年以上5年未満(n=28)

帰
国
経
過

27.2

29.9

47.6

77 5

21.7

25.0

25.2

10 9

37.8

34.6

20.8

10.6

7.5

2.8

5.4

2.0

2.9

4.3

5 1

5年以上10年未満(n=217)

10年以上20年未満(n=1,770)

20年以上30年未満(n=1,612)

30年以上(n=688)

過
年
数
別

77.5

70.8

32.9

26.5

10.9

14.6

32.7

30.6

26.5

33.9

2.1

4.7

6.2

8.3

1.2

2.8

5.1

4.2

3.1

30年以上(n=688)

60歳未満(n=48)

60歳～64歳(n=422)

65歳～69歳(n=1,701)

帰
国
者
年

39.0

68.3

80.3

21.6

14.5

5.0

29.6

12.9

5.6

6.8

1.8

1.1

3.0

2.5

8.0

70歳～74歳(n=1,036)

75歳～79歳(n=435)

80歳以上(n=735)

※帰国経過年数が不明な者がいるため、帰国経過年数別の人数の合計は、全体数と異なります。

年
齢
別
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日常のほとんどの会話に不便を感じない 買い物、交通機関の利用に不自由しない

（グラフ３ 帰国者の配偶者の日本語理解度（帰国経過年数別・年齢別）） n=2,919

21.0 22.8 33.3

21.1

13.5 9.4

13.3 25.6 37.2 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

今回_配偶者全体(n=2,919)

片言のあいさつ程度 まったくできない

無回答

6.3

8.3

8.3

14.3

37.5

16.7

16.7

19.0

31.3

25.0

33.3

23.8

25.0

41.7

16.7

33.3

0.0

8.3

25.0

9.5

2年未満(n=16)

2年以上3年未満(n=12)

3年以上4年未満(n=12)

4年以上5年未満(n=21)

帰
国
経

10.6

10.9

22.7

22.7

21.8

25.7

34.0

40.9

32.0

25.5

18.6

7.1

9.2 10.4

7.8

年以 年未満( )

5年以上10年未満(n=141)

10年以上20年未満(n=1,225)

20年以上30年未満(n=1,101)

経
過
年
数
別

53.6

30.0

24.7

19.7

17.9

22.0

25.1

27.1

37.5

2.6

12.0

9.7

10.2 7.036.0

27.2

13.6

2.9

8.8

12.330年以上(n=390)

60歳未満(n=250)

60歳～64歳(n=514)

65歳～69歳(n=903)

配
偶
者

18.1

18.5

19.9

24.7

14.9

8.7

32.3

35.3

15.5

23.419.0

19.6

29.0

11.6

9.470歳～74歳(n=691)

75歳～79歳(n=275)

80歳以上(n=231)

※帰国経過年数、配偶者年齢が不明な者がいるため、帰国経過年数別、配偶者年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。

者
年
齢
別
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（２）日本語の勉強方法
現在の日本語の勉強方法について、 「支援・交流センター」と答えた帰国者は10.0％で、

前回調査（3.8％）より6.2ポイント増加している。また、「定着促進センターの遠隔学習」と答えた
帰国者は9.0％、新たな支援策である地域生活支援事業の「都道府県・市区町村の主催する
日本語教室」と答えた帰国者は7 1％となっている

33.6％

9.0％ 10.0％
7.1％

％

25.6％

11.6％

25.0％

12.4％

31.2％ 27.1％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

今回調査_全 体 前回調査_全 体

（グラフ４ 帰国者の日本語勉強方法（帰国経過年数別・年齢別）） 〈複数回答〉 n=4,377

日本語教室」と答えた帰国者は7.1％となっている。

家庭で独
学

定着促進
センター

の遠隔学
習

自立研修
センター

自立指導
員による

指導

身元引受
人による

指導

支援 ・ 交
流セン

ター

都道府
県・市区

町村の主
催する日

本語教室

民間の有
料日本語

教室

民間の無
料日本語

教室

夜間中学 日常生活
の中で

（買い物、
職場、学

校等）

特に何も
していな

い

無回答

今回調査_全 体 4,377人 33.6％ 9.0％ 4.3％ 1.1％ 0.5％ 10.0％ 7.1％ 0.3％ 2.9％ 1.7％ 12.4％ 25.6％ 11.6％

2年未満 26人 15.4％ 11.5％ 19.2％ 11.5％ 0.0％ 15.4％ 15.4％ 0.0％ 3.8％ 7.7％ 11.5％ 23.1％ 3.8％

0.3％ 2.9％4.3％ 1.1％ 0.5％ 1.7％3.8％ 1.4％
0.4％

3.8％ 1.7％ 1.3％
0％

10％

2年以上3年未満 16人 31.3％ 43.8％ 18.8％ 12.5％ 12.5％ 18.8％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 6.3％ 12.5％ 25.0％ 6.3％

3年以上4年未満 19人 36.8％ 31.6％ 21.1％ 5.3％ 0.0％ 42.1％ 5.3％ 0.0％ 10.5％ 0.0％ 5.3％ 26.3％ 0.0％

4年以上5年未満 28人 25.0％ 14.3％ 7.1％ 3.6％ 0.0％ 10.7％ 10.7％ 0.0％ 3.6％ 7.1％ 3.6％ 17.9％ 21.4％

5年以上10年未満 217人 39.2％ 19.4％ 12.0％ 2.3％ 0.5％ 23.5％ 10.1％ 0.9％ 2.3％ 4.1％ 10.1％ 16.1％ 10.6％

10年以上20年未満 1,770人 31.1％ 10.6％ 5.4％ 1.2％ 0.4％ 12.0％ 7.7％ 0.1％ 3.8％ 1.8％ 11.5％ 25.4％ 9.9％

20年以上30年未満 1,612人 36.6％ 8.4％ 3.1％ 0.7％ 0.6％ 8.4％ 7.3％ 0.5％ 2.7％ 1.4％ 15.3％ 21.4％ 12.2％

30年以上 688人 32.1％ 1.2％ 0.7％ 0.3％ 0.7％ 2.8％ 3.1％ 0.4％ 0.6％ 1.2％ 9.6％ 39.1％ 15.1％

60歳未満 48人 33.3％ 14.6％ 4.2％ 2.1％ 0.0％ 12.5％ 6.3％ 0.0％ 0.0％ 2.1％ 37.5％ 14.6％ 8.3％

60歳～64歳 422人 36.3％ 14.0％ 6.2％ 1.2％ 0.2％ 15.6％ 10.4％ 0.7％ 4.7％ 2.6％ 16.8％ 11.1％ 8.5％

65歳～69歳 1,701人 38.0％ 12.8％ 5.9％ 1.6％ 0.5％ 14.6％ 9.6％ 0.5％ 4.4％ 1.8％ 13.6％ 18.0％ 7.3％

帰
国

経

過
年

数

別

年
齢

50％

60％

今回調査 配偶者

歳 歳 , 人

70歳～74歳 1,036人 36.4％ 7.5％ 5.2％ 0.7％ 0.5％ 9.6％ 7.2％ 0.2％ 2.1％ 1.8％ 12.9％ 24.2％ 9.5％

75歳～79歳 435人 33.8％ 5.1％ 0.9％ 0.9％ 0.7％ 1.8％ 3.2％ 0.0％ 1.4％ 2.5％ 12.0％ 36.8％ 11.5％

80歳以上 735人 17.6％ 1.2％ 0.5％ 0.4％ 1.0％ 1.1％ 1.4％ 0.3％ 0.4％ 0.4％ 5.2％ 47.5％ 26.4％

前回調査_全 体 31.2％ - 3.8％ 1.4％ 0.4％ 3.8％ - - - 1.7％ 25.0％ 27.1％ 1.3％

齢

別

（グラフ５ 帰国者の配偶者の日本語勉強方法（帰国経過年数別・年齢別）） 〈複数回答〉 n=2,919

※帰国経過年数が不明な者がいるため、帰国経過年数別の人数の合計は、全体数と異なります。

家庭で独

学

定着促進

センター
の遠隔学

習

自立研修

センター

自立指導

員による
指導

身元引受

人による
指導

支援 ・ 交

流セン
ター

都道府

県・市区
町村の主

催する日

本語教室

民間の有

料日本語
教室

民間の無

料日本語
教室

夜間中学 日常生活

の中で
（買い物、

職場、学

校等）

特に何も

していな
い

無回答

31.6％

7.6％
3.8％

0.7％ 0.2％

9.5％
6.7％

0.2％ 2.9％ 1.6％

13.4％

25.9％

13.9％

0％

10％

20％

30％

40％ 今回調査_配偶者

今回調査_配偶者 2,919人 31.6％ 7.6％ 3.8％ 0.7％ 0.2％ 9.5％ 6.7％ 0.2％ 2.9％ 1.6％ 13.4％ 25.9％ 13.9％

2年未満 16人 12.5％ 18.8％ 18.8％ 0.0％ 0.0％ 25.0％ 18.8％ 0.0％ 6.3％ 6.3％ 6.3％ 31.3％ 0.0％

2年以上3年未満 12人 25.0％ 25.0％ 8.3％ 16.7％ 8.3％ 25.0％ 33.3％ 0.0％ 0.0％ 16.7％ 0.0％ 25.0％ 16.7％

3年以上4年未満 12人 16.7％ 16.7％ 8.3％ 0.0％ 0.0％ 33.3％ 0.0％ 0.0％ 8.3％ 0.0％ 0.0％ 25.0％ 25.0％

4年以上5年未満 21人 4.8％ 9.5％ 9.5％ 0.0％ 0.0％ 23.8％ 14.3％ 0.0％ 9.5％ 9.5％ 4.8％ 9.5％ 33.3％

5年以上10年未満 141人 36.2％ 12.8％ 7.8％ 2.8％ 0.0％ 20.6％ 9.9％ 1.4％ 2.8％ 2.1％ 7.1％ 17.7％ 15.6％

10年以上20年未満 1,225人 28.7％ 9.4％ 4.5％ 0.7％ 0.2％ 11.1％ 7.4％ 0.2％ 3.1％ 1.1％ 11.7％ 28.6％ 11.3％

20年以上30年未満 1,101人 35.6％ 6.6％ 3.2％ 0.2％ 0.1％ 7.8％ 6.1％ 0.2％ 3.1％ 2.1％ 17.3％ 21.0％ 15.3％

30年以上 390人 31 0％ 1 8％ 0 8％ 0 5％ 0 5％ 2 3％ 3 3％ 0 3％ 1 3％ 0 8％ 11 8％ 34 6％ 16 7％

帰
国

経

過
年

数
別

30年以上 390人 31.0％ 1.8％ 0.8％ 0.5％ 0.5％ 2.3％ 3.3％ 0.3％ 1.3％ 0.8％ 11.8％ 34.6％ 16.7％

60歳未満 250人 34.0％ 8.8％ 4.8％ 2.0％ 1.2％ 12.4％ 9.2％ 0.4％ 3.6％ 1.6％ 21.6％ 13.6％ 13.6％

60歳～64歳 514人 35.2％ 7.0％ 5.3％ 1.0％ 0.2％ 12.3％ 9.3％ 0.6％ 4.9％ 1.6％ 18.5％ 20.2％ 6.6％

65歳～69歳 903人 32.9％ 9.6％ 4.8％ 0.3％ 0.0％ 12.5％ 7.8％ 0.3％ 2.9％ 1.3％ 14.1％ 22.9％ 10.6％

70歳～74歳 691人 32.6％ 8.0％ 2.2％ 0.7％ 0.3％ 8.0％ 5.9％ 0.0％ 2.6％ 2.2％ 10.6％ 30.7％ 13.3％

75歳～79歳 275人 28.7％ 4.4％ 3.6％ 0.4％ 0.0％ 2.9％ 3.3％ 0.0％ 1.1％ 1.5％ 9.8％ 38.9％ 16.4％

80歳以上 231人 17.7％ 3.5％ 0.4％ 0.0％ 0.0％ 0.9％ 1.3％ 0.0％ 0.4％ 0.9％ 4.8％ 35.1％ 38.1％

配
偶

者
年

齢

別

※帰国経過年数、配偶者年齢が不明な者がいるため、帰国経過年数別、配偶者年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。
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３ 帰国者及び配偶者の就労状況

（１）就労状況
「現在就労している」と答えた帰国者は4.5％で、前回調査（13.9％）より9.4ポイント減少している。
一方、「以前就労していた」と答えた帰国者は47.0％で、前回調査（35.3％）より11.7ポイント増加

している。
また 「現在就労し る と答えた配偶者は とな おり 「 前就労し た と答えたまた、「現在就労している」と答えた配偶者は4.5％となっており、「以前就労していた」と答えた

配偶者は44.1％となっている。

（グラフ６ 帰国者の就労状況（年齢別）） n=4,377

現在就労 る 前就労 た 就労 た とがな 無 答

4.5 47.0 34.2 14.2

13.9 35.3 44.2 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

今回調査_全体(n=4,377)

現在就労している 以前就労していた 就労したことがない 無回答

43.8

7.6

4.9

41.7

52.1

50.6

10.4

28.0

31.0

4.2

12.3

13.5

60歳未満(n=48)

60歳～64歳(n=422)

65歳～69歳(n=1,701)

（グラフ７ 帰国者の配偶者の就労状況（年齢別）） n=2,919

2.8 43.4 38.4 15.470歳以上(n=2,206)

現在就労している 以前就労していた 就労したことがない 無回答

20.0 34.4 28.8 16.8

4.5 44.1 35.2 16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回配偶者_全体(n=2,919)

60歳未満(n=250)

5.6

2.3

47.3

49.9

38.5

33.2

8.6

14.5

60歳～64歳(n=514)

65歳～69歳(n=903)

歳

※配偶者年齢が不明な者がいるため、配偶者年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。
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2.1 40.8 37.4 19.770歳以上(n=1,197)



（グラフ８ 帰国者の雇用形態） n=199

（２）雇用形態
現在就労している帰国者及び配偶者の雇用形態は、「パート・アルバイト」が最も多い。

15.1 2.0 12.1 27.6 15.6 7.5 20.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在就労者（帰国者）(n=199)

正規の職員、従業員 派遣社員 契約社員・嘱託 パート・アルバイト 自営業 その他 無回答

16.4

13.5

33.3

21.9

0.0

0.0

0.0

14.5

9.0

4.8

34.4

30.0

24.7

28.6

25.0

19.1

11.2

23.8

6.3

7.3

7.9

0.0

6.3

12.7

29.2

9.5

6.3

4.5

男性(n=110)

女性(n=89)

60歳未満(n=21)

60歳～64歳(n=32)

性
別

年

9.5

12.9

2.4

3.2

10.7

4.8

33.3

21.0

15.5

17.7

9.5

8.1

19.0

32.3

65歳～69歳(n=84)

70歳以上(n=62)

年
齢
別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規の職員、従業員 派遣社員 契約社員・嘱託 パート・アルバイト 自営業 その他 無回答

（グラフ９ 帰国者の配偶者の雇用形態） n=132

32.4

23.4

34.0

2.9

1.6

2.0

8.8

15.6

10.0

20.6

43.8

38.0

16.2

7.8

6.0

7.4

4.7

6.0

11.8

3.1

4.0

28.0 2.3 12.1 31.8 12.1 6.1 7.6現在就労者（配偶者）(n=132)

男性(n=68)

女性(n=64)

60歳未満(n=50)

配
偶
者

性
別

24.1

19.0

28.0

0.0

4.8

4.0

17.2

19.0

4.0

27.6

33.3

20.0

17.2

0.0

28.0

3.4

14.3

4.0

10.3

9.5

12.0

60歳～64歳(n=29)

65歳～69歳(n=21)

70歳以上(n=25)

※配偶者年齢が不明な者がいるため、配偶者年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。

配
偶
者
年
齢
別
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5万円未満 5万円以上10万円未満 10万円以上15万円未満

（グラフ１０ １ヶ月の勤労収入額（帰国者）） n=199

30.78.5 16.1 11.6 9.5 11.6 2.0 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15万円以上20万円未満 20万円以上25万円未満 25万円以上30万円未満

30万円以上 無回答

現在就労者
（帰国者）
(n=199)

5万円未満 5万円以上10万円未満 10万円以上15万円未満

15万円以上20万円未満 20万円以上25万円未満 25万円以上30万円未満

（グラフ１１ １ヶ月の勤労収入額（配偶者）） n=132

※ 勤労収入額：総支給額から税金等を控除した実際の手取り額

21.27.6 22.0 17.4 15.2 3.8

1.5

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5万円以上20万円未満 20万円以上25万円未満 25万円以上30万円未満

30万円以上 無回答

現在就労者
（配偶者）
(n=132)

※ 勤労収入額：総支給額から税金等を控除した実際の手取り額
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４ 「新たな支援策」への意識

（１）「新たな支援策」の理解度
平成20年から始まった「新たな支援策」のうち「満額の老齢基礎年金等の支給」について、

「詳しく知っている」、「ある程度知っている」と答えた帰国者は68.0％。
「支援給付」について、 「詳しく知っている」、「ある程度知っている」と答えた帰国者は57.6％と

（グラフ１２ 「満額の老齢基礎年金等」の支給について知っているか） n=4,377

支援給付」に いて、 詳しく知っている」、 ある程度知っている」と答えた帰国者は57.6％と
なっている。

また、「地域生活支援事業」について、「参加しているので知っている」が23.5％、「参加したこと
はあるが、詳しくは知らない」が18.8％、「参加したことはないが、ある程度知っている」が22.8％で、
「地域生活支援事業について知っている」と答えた帰国者は、合計で65.1％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく知っている ある程度知っている

聞いたことはあるが詳しくは知らない 全く知らない

無回答

（グラフ１２ 満額の老齢基礎年金等」の支給について知っているか） n 4,377

21.6 46.4 21.8 7.0 3.2全体(n=4,377)

（グラフ１３ 「支援給付」の支給について知っているか） n=4,377

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく知っている ある程度知っている

聞いたことはあるが詳しくは知らない 全く知らない

無回答

16.0 41.6 23.3 15.7 3.4全体(n=4,377)

（グラフ１４ 「地域生活支援事業」について知っているか） n=4,377

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加しているので知っている 参加したことはあるが、詳しくは知らない

参加したことはないが、ある程度知っている 参加したことがなく、よく知らない

全く知らない 無回答

3.923.5 18.8 22.8 21.0 10.0全体(n=4,377)
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（２）「新たな支援策」の満足度
「新たな支援策」の満足度について、「満足」、「やや満足」と答えた帰国者は74.9％で、具体的

に良くなったと思う点については、「収入が増えた」と答えた帰国者が57.5％で最も多く、「気持ち
のゆとりが増えた」が33.8％、「役所・福祉事務所の対応が良くなった」が31.8％と続いている。

（グラフ１５ 「新たな支援策」の満足度（年齢別）） n=4,377

のゆとりが増えた」が33.8％、 役所 福祉事務所の対応が良くなった」が3 .8％と続いている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

22.9

28.9

30.0

31.3

41.0

46.0

10.4

14.7

13.3

14.6

9.7

6.5

20.8

5.7

4.3

31.8 43.1 12.3 7.3 5.5全体(n=4,377)

60歳未満(n=48)

60歳～64歳(n=422)

65歳～69歳(n=1,701)

31.8

32.6

37.7

44.9

44.1

35.5

12.4

10.6

9.5

6.7

7.1

8.3

4.3

5.5

9.0

70歳～74歳(n=1,036)

75歳～79歳(n=435)

80歳以上(n=735)

57.5％

25.9％

16.3％
23.0％ 20.4％ 21.1％

31.8％ 33.8％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

全  体

（グラフ１６ 「新たな支援策」の実施によって良くなったと思う点（年齢別）） 〈複数回答〉 n=4,377

収入が増

えた

日本語学

習の機会

が増えた

地域交流

の機会が

増えた

親族訪問

に行きや

すくなった

自立指導

員、支援・

相談員、

自立支援

通訳によ

る支援が

増えた

通訳を依

頼しやす

くなった

役所・福

祉事務所

の対応が

良くなった

気持ちの

ゆとりが

増えた

その他 無回答

全  体 4,377人 57.5％ 25.9％ 16.3％ 23.0％ 20.4％ 21.1％ 31.8％ 33.8％ 3.9％ 11.1％

3.9％
11.1％

0％

10％

20％

60歳未満 48人 12.5％ 20.8％ 10.4％ 8.3％ 10.4％ 4.2％ 14.6％ 27.1％ 10.4％ 29.2％

60歳～64歳 422人 43.1％ 39.6％ 20.6％ 25.6％ 26.5％ 26.3％ 35.3％ 33.4％ 2.4％ 11.8％

65歳～69歳 1,701人 61.0％ 36.1％ 20.5％ 26.9％ 24.0％ 29.7％ 35.5％ 34.7％ 3.6％ 9.3％

70歳～74歳 1,036人 59.9％ 23.4％ 16.2％ 26.4％ 21.2％ 21.3％ 31.4％ 35.6％ 4.4％ 10.1％

75歳～79歳 435人 57.5％ 13.6％ 11.0％ 19.5％ 14.5％ 9.9％ 26.4％ 31.7％ 4.8％ 13.1％

80歳以上 735人 56.9％ 5.4％ 7.9％ 11.0％ 11.7％ 5.3％ 26.1％ 31.0％ 3.8％ 13.9％

年

齢

別
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54.7％60％

70％

全 体

（グラフ１７ 「新たな支援策」を実施しても良くなってないと思う点（年齢別）） 〈複数回答〉 n=4,377

収入が増

え な

日本語学

習 機会

地域交流

機会が

親族訪問

に行きや

自立指導

員 支援

通訳を依

頼しやす

役所・福

祉事務所

気持ちの

ゆとりが

その他 無回答

10.0％
5.2％

8.7％ 9.5％ 7.5％ 7.1％ 6.9％

14.4％

7.7％

0％

10％

20％

30％

40％

50％

全  体

えていな

い

習の機会

が増えて

いない

の機会が

増えてい

ない

に行きや

すくなって

いない

員、支援・

相談員、

自立支援

通訳によ

る支援が

増えてい

ない

頼しやす

くなってい

ない

祉事務所

の対応が

良くなって

いない

ゆとりが

増えてい

ない

全  体 4,377人 10.0％ 5.2％ 8.7％ 9.5％ 7.5％ 7.1％ 6.9％ 14.4％ 7.7％ 54.7％

60歳未満 48人 16.7％ 2.1％ 2.1％ 4.2％ 2.1％ 0.0％ 6.3％ 8.3％ 14.6％ 64.6％

60歳～64歳 422人 20.4％ 5.0％ 10.2％ 14.0％ 7.3％ 8.5％ 6.9％ 18.5％ 7.6％ 48.1％

歳 歳 人
年

65歳～69歳 1,701人 10.2％ 5.8％ 10.2％ 11.6％ 8.7％ 9.7％ 6.7％ 16.8％ 7.7％ 51.1％

70歳～74歳 1,036人 8.5％ 6.3％ 9.3％ 9.7％ 8.5％ 7.6％ 7.6％ 13.8％ 7.4％ 52.5％

75歳～79歳 435人 8.5％ 6.2％ 6.4％ 6.2％ 7.4％ 3.7％ 7.4％ 10.1％ 8.5％ 58.9％

80歳以上 735人 6.4％ 1.9％ 5.3％ 4.2％ 3.7％ 1.8％ 6.3％ 10.3％ 6.9％ 66.9％

年

齢

別

※その他の意見の主なもの
老後に対する不安、子供たちの将来に対する不安、支援策の内容を知らない、言葉

の問題から派生する医療に対する不安、配偶者への待遇の改善など
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５ 帰国者の年金の状況

国民年金等の「公的年金を受給している」と答えた帰国者は85.5％で、前回調査（52.4％）より
33.1ポイント増加している。加えて、「年間の年金受給額が60万円以上」と答えた帰国者は67.6％
で、前回調査（23.7％）より43.9ポイント増加している。

帰国者の年金の種類は「国民年金」が78.6％と最も多い。帰国者の年金の種類は 国民年金」が78.6％と最も多い。

（グラフ１８ 帰国者の年金の受給状況（年齢別）） n=4,377

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受給している 受給していない 無回答

85.5

4.2

58 8

9.1

91.7

35 1

5.4

4.2

6 2

52.4 41.4 6.2前回調査_全体

今回調査_全体(n=4,377)

60歳未満(n=48)

60歳 64歳( =422)

６０万円未満 ６０万円以上８０万円未満

（グラフ１９ 帰国者の年金の年間受給額（年齢別）） n=3,744

58.8

89.4

35.1

5.3

6.2

5.3

60歳～64歳(n=422)

65歳以上(n=3,907)

76.3 8.5 8.4 6.8 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

８０万円以上１２０万円未満 １２０万円以上

無回答

平均

85 8万円11.2

29.6

8.6

10.9

40.0

38.8

40.0

40.3

10.3

6.4

10.9

10.4

21.2

16.0

21.1

17.3

9.2

19.5

16.5 21.9

今回調査_全体(n=3,744)

65歳未満(n=250)

65歳～69歳(n=1,529)

70歳以上(n=1,965)

85.8万円

68.4万円

87.9万円

86.5万円

78.6％

37.5％

56.6％

29.1％
40％

60％

80％

100％

 今回調査_全 体  前回調査_全 体

（グラフ２０ 帰国者の年金の種類） 〈複数回答〉 n=3,884

国民年金 厚生年金 共済年金 その他 無回答

 今回調査_全 体 78.6％ 37.5％ 1.3％ 4.3％ 7.3％

 前回調査_全 体 56.6％ 29.1％ 0.8％ 2.7％ 10.8％

1.3％ 4.3％ 7.3％
0.8％ 2.7％

10.8％

0％

20％
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６ 支援給付の状況

「支援給付を受給している」と答えた帰国者は60.5％。一方、「生活保護を受給している」と答えた
帰国者は0.5％で、前回調査（58.0％）より大幅に減少しており、ほぼ全ての生活保護受給者が
支援給付へ移行したと思われる。

また、支援給付を受給していると答えた帰国者のうち、支援給付制度と生活保護制度では、年金また、支援給付を受給していると答えた帰国者のうち、支援給付制度と生活保護制度では、年金
収入や保有資産の取扱いが異なる事を「知っている」と答えた帰国者は33.3％となっている。

（グラフ２１ 帰国者の生活保護・支援給付受給状況）n=4,377

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護を受給している
支援給付を受給している
支援給付を以前受給していたが、現在は受給していない
支援給付も生活保護も受給していない
無回答

22.90.5 60.5 2.9 13.2
全体(n=4,377)

【参考】 前回調査における帰国者の生活保護の受給状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受給している

以前受給していたが、現在は受給していない

一度も受給したことがない
無回答

58.0 25.4 13.7 2.8前回調査_全体

（グラフ２２ 帰国者の生活保護・支援給付受給状況（グラフ２１）において、生活保護・支援給付
共に受給していないと答えた帰国者が支援給付を受給しない理由） n=577

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度を知らなかった 経済的に必要ない
申請をしたが却下された 国からお金はもらいたくない
その他 無回答

共に受給して な と答えた帰国者が支援給付を受給しな 理由）

-12-

44.2 14.9 13.0 3.6 20.3 4.0
現在支援給付
非受給者
(n=577)



（グラフ２３ 支援給付制度と生活保護制度では、年金収入や保有資産の取扱いが異なることを
知っているか） n=2,650 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

33.3 38.6 28.1全体(n=2,650)
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７ 支援・相談員制度の利用状況

都道府県や市区町村に配置されている中国語等を話せる「支援・相談員」の利用状況は、
「よく相談する」、「時々相談する」と答えた帰国者を合わせて28.2％となっている。

（グラフ２４ 支援 相談員制度の利用状況（日本語習熟度別）） 2 650

よく相談する
時々相談する
相談したくても勤務しない日があり、あまり相談できない
自立指導員や身元引受人に相談するので、あまり必要ない

相談することがない
よくわからない
支援 相談員がいることを知らない

（グラフ２４ 支援・相談員制度の利用状況（日本語習熟度別）） n=2,650

7.1 21.1 2.9 11.6 10.8 13.2 31.5

1.7

1 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,650)

支援・相談員がいることを知らない
無回答

7.5

7.8

6 5

17.6

29.1

20 9

3.6

2.2

2 4

18.2

8.8

6 9

9.6

10.0

12 7

10.2

13.5

17 3

32.3

27.2

30 8

1.0

1.4

2.4

日常のほとんどの会話に不便を感じない(n=1,010)

買い物、交通機関の利用に不自由しない(n=639)

片言のあいさつ程度( 785) 6.5

7.1

20.9

13.6

2.4

3.6

6.9 12.7

13.6

17.3

12.4

30.8

43.8

2.4 3.6

片言のあいさつ程度(n=785)

まったくできない(n=169)

※日本語習熟度が不明な者がいるため、日本語習熟度別の人数の合計は、全体数と異なります。
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８ 海外への渡航状況

最近１年間に、「親族訪問」､「墓参」の目的で「海外渡航をした」と答えた帰国者は32.0％となって
いる。 また、その回数については、１回が77.7％であり、２回以上と答えた帰国者が18.8％と
なっている。

渡航期間は、「１カ月以上２カ月未満」と答えた帰国者が34.7％と最も多く、「２週間以上１カ月

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

渡航期間は、 １カ月以上２カ月未満」と答えた帰国者が34.7％と最も多く、 ２週間以上１カ月
未満」が25.5％と続いている。

（グラフ２５ 最近1年間の「親族訪問」､「墓参」のための海外渡航の有無（年齢別）） n=4,377

16.7

42.4

40 5

79.2

50.9

55 3

4.2

6.6

4 2

32.0 61.6 6.4全体(n=4,377)

60歳未満(n=48)

60歳～64歳(n=422)

65歳～69歳(n=1 701) 40.5

32.2

22.3

12.5

55.3

61.8

72.0

75.1

4.2

6.0

5.7

12.4

65歳～69歳(n=1,701)

70歳～74歳(n=1,036)

75歳～79歳(n=435)

80歳以上(n=735)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1回 2回 3回 4回 5回以上 無回答

（グラフ２６ 海外渡航をした帰国者の渡航回数） n=1,399

77.7 11.1 3.6

1.5

2.6

3.5

海外渡航者
(n=1,399)

（グ 海外渡航を た帰 者 渡航期間）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1週間未満 1週間以上2週間未満 2週間以上1カ月未満

1カ月以上2カ月未満 2カ月以上3カ月未満 3カ月以上

無回答

（グラフ２７ 海外渡航をした帰国者の渡航期間） n=1,399

5.8 16.8 25.5 34.7 7.8 4.6 4.9
海外渡航者
(n=1,399)
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９ 永住帰国後の生活

（１）現在の生活状況
現在の生活状況について、「苦しい」、「やや苦しい」と答えた帰国者は28.6％で、前回調査

（58.6％）より30.0ポイント減少している。一方、「余裕がある」、「やや余裕がある」と答えた帰国者
は23.4％で、前回調査（7.7％）より15.7ポイント増加している。は23.4％で、前回調査（7.7％）より 5.7ポイント増加している。

また、帰国前の生活と比較して、生活が「楽になった」､「やや楽になった」と答えた帰国者は
51.7％となっている。

（２）帰国後の感想

帰国後の感想について、帰国して「良かった」､「まあ良かった」と答えた帰国者が76.5％で、
前回調査（64.5％）より12.0ポイント増加している。また、「後悔している」､「やや後悔している」と
答えた帰国者は、5.4％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余裕がある やや余裕がある どちらともいえない

やや苦しい 苦しい 無回答

（グラフ２８ 現在の生活状況） n=4,377

20.3 43.8 20.6 8.0

1.1

3.1

6.6
31.7 28.4 30.2 2.0

4.2
今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽になった やや楽になった どちらともいえない

やや苦しくなった 苦しくなった 無回答

（グラフ２９ 生活状況の帰国前との比較） n=4,377

16.7 35.0 29.9 9.7 4.4

13.8 22.0 34.4 13.3 14.7 1.8

4.3
今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体

（グラフ３０ 帰国後の感想） 4 377

4 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良かった まあ良かった どちらともいえない

やや後悔している 後悔している 無回答

（グラフ３０ 帰国後の感想） n=4,377

33.4 43.1 13.7

30.6 33.9 22.9

4.0

7.5
4.0

1.4

1.1

4.4今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体
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帰国して良かった理由について、「祖国で生活できるようになった」と答えた帰国者が56.8％で
最も多い。

帰国を後悔している理由について、「日本語ができない」と答えた帰国者が34.3％で、「老後生活
の不安」と答えた帰国者が28.0％となっている。の不安」と答えた帰国者が28.0％となっている。

（グラフ３１ 帰国後の感想（グラフ３０）において「良かった」、「まあ良かった」と答えた帰国者の

帰国して良かった理由） n=3,349

生活が楽になった 日本の親族の近くで生活できるようになった

祖国で生活できるようになった 子供や孫の帰国希望がかなった

新しい友人や知り合いができた * 新しい経験ができた *

11.6 9.3 62.4 12.3

3.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新しい友人や知り合いができた * 新しい経験ができた *

その他 無回答

今回調査

前回調査
帰国して良かった

（グラフ３２ 帰国後の感想（グラフ３０）において「後悔している」､「やや後悔している」と答えた
帰国者の帰国を後悔している理由） n=236

18.4 8.5 56.8 7.0

0.6

2.5

1.1

5.1
今回調査
帰国して良かった
(n=3,349)

＊：前回未調査項目

日本語ができない 生活習慣の相違　*1

健康の不安　*2 老後生活の不安

生活が苦しくなった 働くところがない　*1

技術が生かせない　*1 職場や近所の人間関係　*1

日本の親族と交流できない *1 その他

帰国者 帰国 悔

14.0 8.3 55.0 12.7 8.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本の親族と交流できない *1 その他

無回答

前回調査
帰国を後悔している

34.3 3.4 9.3 28.0 10.2 3.0

2.1

1.3

1.7

3.8 3.0

今回調査
帰国を後悔している

(n=236)

帰国を後悔している

2.1 1.7

＊1：前回未調査項目 ＊2：前回は「病気による不安」として調査した。
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（３）現在の楽しみや生きがい
現在の楽しみや生きがいについて、「家族と団らんの時を過ごすこと」と答えた帰国者が39.8％、

「趣味など自分の好きなことをすること」と答えた帰国者が39.6％でほぼ並んでいる。
（４）将来に対する心配・不安

39.6％ 39.8％
40％

50％

60％

（４）将来に対する心配 不安
将来に対する心配・不安について、「健康の不安」と答えた帰国者が27.4％で最も多い。

（グラフ３３ 現在の楽しみや生きがい（年齢別）） 〈複数回答〉 n=4,377

仕事に打

ち込むこ

と

ボランティ

アや地域

の活動を

趣味など

自分の好

きなことを

家族と団

らんの時

を過ごす

何もしな

いでのん

びりと過

親しい友

人と話を

すること

生きがい

を感じるこ

とはない

その他 無回答

3.2％
8.2％

18.8％
14.6％

8.1％
5.0％

8.2％

0％

10％

20％

30％

40％

と の活動を

すること

きなことを

すること

を過ごす

こと

びりと過

ごすこと

すること とはない

全  体 4,377人 3.2％ 8.2％ 39.6％ 39.8％ 18.8％ 14.6％ 8.1％ 5.0％ 8.2％

60歳未満 48人 31.3％ 0.0％ 20.8％ 37.5％ 6.3％ 14.6％ 10.4％ 14.6％ 6.3％

60歳～64歳 422人 6.9％ 10.4％ 50.0％ 38.9％ 11.1％ 12.3％ 11.6％ 4.5％ 6.9％

65歳～69歳 1,701人 3.4％ 10.6％ 45.8％ 41.6％ 16.8％ 12.5％ 9.2％ 4.9％ 5.8％

70歳～74歳 1 036人 2 5％ 7 0％ 37 6％ 40 1％ 17 8％ 14 6％ 7 6％ 3 7％ 9 8％

年

齢

別

50％

60％

70歳～74歳 1,036人 2.5％ 7.0％ 37.6％ 40.1％ 17.8％ 14.6％ 7.6％ 3.7％ 9.8％

75歳～79歳 435人 1.1％ 5.7％ 36.6％ 39.5％ 23.4％ 17.5％ 6.7％ 5.3％ 9.4％

80歳以上 735人 1.1％ 5.0％ 25.0％ 36.1％ 27.2％ 19.3％ 4.9％ 6.3％ 11.7％

別

（グラフ３４ 将来に対する心配・不安（年齢別）） n=4,377

日本語が

できない

生活習慣

の相違

健康の不

安

老後生活

の不安

（経済的）

老後生活

の不安（面

倒を見てく

れる人が

生活が苦

しい

働くところ

がない

技術が生

かせない

職場や近

所の人間

関係

日本の親

族と交流

できない

子・孫の

将来につ

いて

その他 無回答

15.0％

1.3％

27.4％

16.5％
12.3％

1.3％ 0.4％ 0.2％ 0.2％ 1.0％

12.0％

2.6％
9.7％

0％

10％

20％

30％

40％

50％

いない）

    全  体 4,377人 15.0％ 1.3％ 27.4％ 16.5％ 12.3％ 1.3％ 0.4％ 0.2％ 0.2％ 1.0％ 12.0％ 2.6％ 9.7％

60歳未満 48人 8.3％ 0.0％ 10.4％ 37.5％ 4.2％ 4.2％ 4.2％ 2.1％ 0.0％ 2.1％ 16.7％ 2.1％ 8.3％

60歳～64歳 422人 20.4％ 1.7％ 20.4％ 21.1％ 13.3％ 2.1％ 0.2％ 0.5％ 0.2％ 0.9％ 10.7％ 1.2％ 7.3％

65歳～69歳 1,701人 22.0％ 1.6％ 24.3％ 16.4％ 14.0％ 1.1％ 0.3％ 0.2％ 0.2％ 1.2％ 10.1％ 1.9％ 6.6％

70歳～74歳 1,036人 17.1％ 1.3％ 26.5％ 15.4％ 13.6％ 1.4％ 0.5％ 0.3％ 0.3％ 0.8％ 11.2％ 2.2％ 9.4％

75歳～79歳 435人 2.8％ 1.6％ 39.5％ 15.4％ 8.7％ 0.7％ 0.0％ 0.0％ 0.2％ 0.5％ 15.2％ 2.8％ 12.6％

80歳以上 735人 0.4％ 0.3％ 33.9％ 14.7％ 8.8％ 1.4％ 0.5％ 0.0％ 0.1％ 1.1％ 16.2％ 5.7％ 16.9％

年

齢
別
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１０ 帰国者及び配偶者の健康状況等

（１）健康状況
帰国者及び配偶者の健康状況について、「とても健康である」、「概ね健康である」と答えた

帰国者は23.2％、配偶者は22.1％であり、「あまり健康でない」、「健康ではない」と答えた帰国者
は68.0％、配偶者は63.6％となっている。

とても健康である 概ね健康である あまり健康でない 健康ではない 無回答

は68.0％、配偶者は63.6％となっている。

（グラフ３５ 帰国者及び配偶者の健康状況（年齢別）） n=2,919

5.3

2.6

36.8

20.6

36.8

46.7

13.2

25.8

7.9

4.3

2.3 20.9 41.2 26.8 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰国者全体(n=2,919)

60歳未満(n=38)

60歳～64歳(n=345)帰
国

1.9

2.4

3.5

2.3

22.5

20.5

17.4

11.3

42.6

40.4

41.7

23.7

27.3

26.8

26.1

29.4

5.7

9.9

11.3

33.3

65歳～69歳(n=1,379)

70歳～74歳(n=750)

75歳～80歳(n=230)

80歳以上(n=177)

国
者
年
齢
別

2.2

7.9

3.5

1.8

19.9

31.6

20.6

21.7

36.2

36.8

41.4

39.3

27.4

10.5

25.8

26.8

14.3

13.2

8.7

10.4

配偶者全体(n=2,919)

60歳未満(n=38)

60歳～64歳(n=345)

65歳～69歳(n=1,379)

配
偶
者
（
帰
国
者

1.7

3.0

1.7

18.9

15.2

11.9

33.3

33.9

17.5

29.7

29.6

26.6

16.3

18.3

42.4

70歳～74歳(n=750)

75歳～80歳(n=230)

80歳以上(n=177)

者
年
齢
別
）
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（グラ 帰国者及び配偶者の医療機関の受診状況（介護サ ビ を除く）（年齢別））

（２）医療機関の受診状況
帰国者の62.6％、配偶者の54.5％が、定期的に医療機関を受診している。

まったく受けていない

定期的に通院または往診による診療を受けている

定期的ではないが、最近半年の間に通院や往診による診療を受けたことがある

入院している

無回答

（グラフ３６ 帰国者及び配偶者の医療機関の受診状況（介護サービスを除く）（年齢別）） n=2,919

23.7 44.7 18.4 2.6 10.5

7.4 62.6 17.8 1.5 10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰国者全体(n=2,919)

60歳未満(n=38)

無回答

9.6

7.5

6.5

6.5

64.3

63.7

62.7

66.1

19.4

20.7

16.5

10.9

1.1

1.2

3.5

6.1

13.1

13.0

0.6

7.0

60歳～64歳(n=345)

65歳～69歳(n=1,379)

70歳～74歳(n=750)

75歳～80歳(n=230)

帰
国
者
年
齢
別

4.0

6.6

23.7

48.6

54.5

36.8

6.8

19.6

23.7

2.5

0.0

36.2

16.8

15.8

4.580歳以上(n=177)

配偶者全体(n=2,919)

60歳未満(n=38)
配
偶

7.5

7.3

4.4

6.5

55.7

55.8

55.5

57.8

24.3

21.8

18.3

11.7

0.9

1.9

2.9

6.1

11.6

13.1

18.9

17.8

60歳～64歳(n=345)

65歳～69歳(n=1,379)

70歳～74歳(n=750)

75歳～80歳(n=230)

偶
者
（
帰
国
者
年
齢
別
）

4.5 37.3 7.9 4.5 45.880歳以上(n=177)
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（３）介護保険制度の認知度
介護保険制度について、「知っている」と答えた帰国者が43.6％、「知らない」と答えた帰国者が

47.9％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

（グラフ３７ 介護保険制度を知っているか（年齢別）） n=2,919

34.2

36.5

55.3

59.1

10.5

4.3

43.6 47.9 8.5全体(n=2,919)

60歳未満(n=38)

60歳～64歳(n=345)

歳 歳( ) 41.0

45.7

58.3

52.5

53.4

45.3

29.1

16.4

5.6

8.9

12.6

31.1

65歳～69歳(n=1,379)

70歳～74歳(n=750)

75歳～79歳(n=230)

80歳以上(n=177)

0% 10%

認定を受けていない
55.8

48 1

30% 40% 50% 60%

（グラフ３８ 帰国者及び配偶者の要介護認定の程度） n=2,919

3.6

1.3

1.6

0.9

2.7

1.1

1.4

1 0

認定を受けていない

要支援1の認定を受けている

要支援2の認定を受けている

要介護1の認定を受けている

要介護2の認定を受けている

48.1

0.9

0.8

0.5

1.0

0.9

0.7

1.0

要介護3の認定を受けている

要介護4の認定を受けている

要介護5の認定を受けている

無回答
34.6

43 2

帰国者

配偶者

43.2
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（４）介護サービスの利用状況
帰国者及び配偶者の利用が最も多い介護サービスは、「車いすや介護ベッドなどの貸与」が

32.6％であり、以下、「ホームヘルパーなどの訪問介護」が20.7％、「デイサービスセンターなどの
施設へ通所」が19.8％となっている。

32.6

27 3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車いすや介護ベッドなどの貸与

（グラフ３９ （グラフ３８）で要介護認定を受けていると答えた帰国者及び配偶者の介護サービス
利用状況） 〈複数回答〉 n=405

施設 通所」が 9.8％となっている。

20.7

19.8

7.2

27.3

28.0

24.0

6.7

護

ホームヘルパーなどの訪問介護

デイサービスセンターなどの施設へ通所

介護施設などへの短期入所

4.0

6.9

19.0

18.5

8.7

12.7

23.8

7 3

特別養護老人ホームなどへの入所

その他の介護サービス

特に利用していない

無回答

今回調査（要介護認定者）

前回調査（要介護認定者）
7.3
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（５）病院・介護サービス利用時の通訳必要度
病院・介護サービス利用時に通訳を「必要としている」、「常に必要とするわけではないが、時々

必要とする場合がある」と答えた帰国者は52.6％となっている。

その理由は、「通訳がいないとコミュニケーションがとれず、施設等を利用することが困難である
が も多

必要としている
常に必要とするわけでないが、時々必要とする場合がある
必要としていない
無回答

から」が73.5％で最も多い。

（グラフ４０ 病院・介護サービス利用時の通訳必要度（日本語習熟度別）） n=2,919

12.8 14.9 45.0 27.3

32.0 20.6 24.6 22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,919)

日常のほとんどの

会話に不便を感じない(n=1,065)

32.0

52.4

62.3

30.9

20.4

15.1

17.6

9.7

5.7

19.5

17.6

17.0

買い物、交通機関の

利用に不自由しない(n=790)

片言のあいさつ程度(n=829)

まったくできない(n=159)

（グラフ４１ （グラフ４０）で「必要としている」と答えた帰国者の病院・介護サービス利用時に通訳が
必要な理由（日本語習熟度別）） n=935

※日本語習熟度が不明な者がいるため、日本語習熟度別の人数の合計は、全体数と異なります。

コミュニケーションにほとんど問題はないが、よりよいサービスを受けるために必要で
あるから
身振り等を交えればコミュニケーションはとれるが よりスムーズにコミュニケーション

4.0 14.3 73.5 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=935)

身振り等を交えればコミュニケーションはとれるが、よりスムーズにコミュニケーション
をとるために必要であるから
通訳がいないとコミュニケーションがとれず、施設等を利用することが困難であるから

無回答

12.5

2.8

11.0

23.7

62.5

66.8

14.0

6.7

日常のほとんどの

会話に不便を感じない(n=136)

買い物、交通機関の

利用に不自由しない(n=253)

※日本語習熟度が不明な者がいるため、日本語習熟度別の人数の合計は、全体数と異なります。
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2.1

4.0

12.2

5.1

78.6

81.8

7.1

9.1

片言のあいさつ程度(n=434)

まったくできない(n=99)



（グラフ４２ （グラフ４０）で「必要としている」と答えた帰国者の病院・介護サービス利用時に
誰に通訳を依頼するか（日本語習熟度別）） n=935

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知人に依頼している
身元引受人に依頼している
自立指導員、支援・相談員、自立支援通訳に依頼している
ボランティアに依頼している
その他の人に通訳を依頼している
依頼したいが頼める人がいない
無回答

20.6

21.3

0.0

1.2

44.1

45.5

2.2

1.6

8.1

11

6.7

12.5

9.6

14.2

9.8

12.5

9.5

23.9 1.0 43.4 1.3全体(n=935)

日常のほとんどの

会話に不便を感じない(n=136)

買い物、交通機関の

利用に不自由しない(n=253)

24.4

32.3

1.2

1.0

43.8

33.3

1.2

0.0

7.6

10.1

13.1

10.1

8.8

13.1

片言のあいさつ程度(n=434)

まったくできない(n=99)

※日本語習熟度が不明な者がいるため、日本語習熟度別の人数の合計は、全体数と異なります。

（グラフ４３ （グラフ４０）で「必要としていない」と答えた帰国者の病院・介護サービス利用時に
通訳を必要としない理由（日本語習熟度別）） n=719

日本語が話せるので必要ない

家族が通訳するので必要ない

中国語・ロシア語が話せる施設を利用しているので必要ない

現在受けているサービス等は通訳がなくても受けることができる

施 等を な

10.7 6.855.6 21.0

0.7

0.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=719)

施設等を利用していない

無回答

71.6

31.7

5.0

11.7

35.3

52.5 2.5

3.3

7.2

12.5

7.7

17.3

16.3

5.4

7.9

11.3

0.7

日常のほとんどの
会話に不便を感じない(n=479)

買い物、交通機関の
利用に不自由しない(n=139)

片言のあいさつ程度(n=80)

※日本語習熟度が不明な者がいるため、日本語習熟度別の人数の合計は、全体数と異なります。
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5.0 52.5

33.3

2.5

11.1

12.5

11.1

16.3

22.2

11.3

22.20.0

片言のあいさつ程度(n 80)

まったくできない(n=9)



１１ 家族の状況

（１）日本在住家族の状況
「日本に在住している家族がいる」と答えた帰国者は91.5％であり、帰国者１人当たりでみると

その人数は平均で9.17人となっている。「日本に在住している子と同居している」と答えた帰国者
は、15.8％となっている。

いない
8.5%

（グラフ４４ 日本に在住している家族の有無） n=3,318

は、 5.8％となっている。

帰 者 養 偶者 偶者 孫 他 合計

いる
91.5%

（表２ 日本在住家族の続柄別人数) 

帰国者 養父母 配偶者 子 子の配偶者 孫 その他 合計

日本在住家族がいる帰国者数 101人 2,253人 2,907人 2,404人 1,487人 173人

日本在住家族の人数（Ａ） 3,318人 131人 2,253人 9,167人 6,866人 7,861人 819人 30,415人

帰国者１人当たりの
本在住家族 数 人 人 人 人 人 人 人 人日本在住家族の人数

（A / 帰国者数=3,318人）
1.00人 0.04人 0.68人 2.76人 2.07人 2.37人 0.25人 9.17人

養父母 配偶者 子 子の配偶者 孫 その他 合計

中国在住家族がいる帰国者数 161人 42人 388人 304人 322人 120人

（表３ 中国在住家族の続柄別人数) 

中国在住家族の人数（Ａ） 206人 42人 694人 557人 801人 520人 2,820人

帰国者１人当たりの
中国在住家族の人数
（A / 帰国者数=3,318人）

0.06人 0.01人 0.21人 0.17人 0.24人 0.16人 0.85人

（グラ 日本在住の子との同居の有無）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別居 同居

（グラフ４５ 日本在住の子との同居の有無） n=2,907

84.2 15.8
日本に在住している子がいる

　　　　　　　　(n=2,907)
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（２）同伴帰国した子世帯の状況
国費で同伴帰国した子世帯との別居するまでの期間について、「定着から３年以上経ってから

別居した」と答えた帰国者が44.6％で最も多い。別居をした時の状況について、「帰国者と子世帯
が話し合って、両方とも納得した」と答えた帰国者が46.4％、「子世帯が希望して別居した」と
答 者が な答えた帰国者が25.0％となっている。

別居した理由は「家が狭い」と答えた帰国者が38.0％で最も多く、「経済的な理由」が16.4％と
続く。将来再び同居する予定について、「ない」と答えた帰国者が67.1％となっており、「ある」と
答えた帰国者が7.2％となっている。

（グラフ４６ 国費で同伴帰国した子世帯と別居までの期間 （年齢別）） n=2,113

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰国後３ヵ月未満 ３ヵ月以上６ヵ月未満 ６ヵ月以上１年未満

１年以上２年未満 ２年以上３年未満 ３年以上

無回答

8.0 5.8

5.5

21.1

16.9

10.5

10.1

9.0

5.3

40.7

44.6

68.4

0.0

6.2

5.3

7.2

0.0
5 3

14.4

10.6

5.3

前回調査_全体

今回調査_全体(n=2,113)

60歳未満(n=19)

3.1

5.6

10.0

4.4

5.6

5.8 10.6

20.6

17.8

15.2

6.6

8.3

52.2

43.8

43.1

4.8

5.7

6.9

5.3

8.3

11.1 10.4

60歳～64歳(n=228)

65歳～69歳(n=927)

70歳以上(n=939)

あなたと子世帯が話し合って、両方とも納得した

子世帯が希望して別居した

（グラフ４７ 国費で同伴帰国した子世帯と別居した時の状況） n=2,113

46.4 25.0 13.115.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,113)

子世帯が希望して別居した

あなたが子世帯との別居を希望した

無回答
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家が狭い 別居した子世帯が他地域の居住を希望

（グラフ４８ 国費で同伴帰国した子世帯と別居している理由） n=2,113

28.3 5.8 10.8 15.9 32.76.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査_全体

家が狭い 別居した子世帯が他地域の居住を希望

家族間の不和 経済的な理由

その他 無回答

13.1 16.4 21.6 6.838.0 4.2今回調査_全体(n=2,113)

（グラフ４９ 国費で同伴帰国した子世帯と将来再び同居する予定） n=2,113

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

ない

同居する予定はないが、可能であれば再び同居したい

無回答

7.2 67.1 4.621.0全体(n=2,113)
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（３）子と子の配偶者の年齢
日本に在住している子の年齢は、30歳代が25.4％、40歳代が43.2％、50歳代が18.8％、60歳

以上が3.5％となっており、子の平均年齢は43.6歳となっている。
（４）子と子との配偶者の就労状況

（グラフ５０ 日本に在住している子と子の配偶者の年齢） n=2,848
※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

（４）子と子との配偶者の就労状況
子と子の配偶者の少なくとも一方が就労しているのは80.8％である。就労している子の就業

形態は「正規の職員、従業員」が47.2％で最も多く、配偶者も「正規の職員、従業員」 が34.7％で
最も多い。

3.5 5.63.5 5.9 19.5 24.5 18.7 11.4 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60歳以上 無回答

日本に在住している子

(9,101人)

平均

43.6歳

2.9 7.3 19.8 23.8 20.5 12.8 8.8 4.1

0.0

子の配偶者

(6,207人)
44.3歳

（グラフ５１ 日本に在住している子と子の配偶者の就労状況（年齢別） ） n=2,848
※回答のあった帰国者の子の数を足し上げて集計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「子」だけが就労している

「子の配偶者」だけが就労している

「子」と「子の配偶者」の両方が就労している
「子」と「子の配偶者」の両方とも就労していない

わからない

無回答

※回答のあった帰国者の子の数を足し上げて集計。

32.6

55.2

8.2

3.1

40.0

12.5

9.3

7.5

2.6

1.6 20.1

25.0 13.8 44.8 6.7 3.3 6.4

7.3

30歳未満(319人)

今回調査

日本に在住している子(9,101人)

前回調査　日本に在住している子

36.8

29.7

27.5

8.3

8.5

9.1

40.1

47.7

36.7

6.3

6.3

16.5

1.9

2.3

3.6

6.5

5.5

6.5

30～39歳(2,309人)

40～49歳(3,933人)

50～59歳(1,712人)

子
の
年
齢
別

22.5 7.6 19.4 36.2 3.2 11.160歳以上(315人)

※子の年齢が不明な者がいるため、子の年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。
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（グラフ５２ （グラフ５１）で「就労している」と答えた日本に在住している子と子の配偶者の就業
形態（年齢別）） n=2,601

※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

47.2 4.8 13.0 17.8 9.4
1 6

1.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規の職員、従業員 派遣社員 契約社員・嘱託 パート・アルバイト

自営業 その他 わからない 無回答

「日本に在住している子のうち

　就労している者」(6,603人)

49.1

49.5

2.8

5.2

7.9

14.1

15.7

14.4

12.0

8.1

7.4

5.8

1.6

3.7

1.5

1.4

1.5

1.6

30歳未満(216人)

30～39歳(1,776人)

40 49歳(3 044人)

就
労
し
て
る

46.2

46.0

43.2

5.0

4.2

6.1

13.5

11.8

11.4

18.5

20.8

24.2

9.8

9.2

8.3

3.8

4.5

6.1

1.6

1.8

0.0

1.6

0.8

40～49歳(3,044人)

50～59歳(1,099人)

60歳以上(132人)

る
子
の
年
齢
別

19.8

31.1

4.9

3.3

21.0

15.3

32.1

25.2 8.4

15.1

17.3

13.7

34.7 3.5 13.4 22.4

3.7

7.7
1.0

0.0

0 9

2.2

1.2

2.1

30歳未満(81人)

30～39歳(1,125人)

「日本に在住している子の配偶者

のうち就労している者」(4,384人)

就
労
し
て

36.8

37.9

38 3

3.7

3.6

14.4

11.1

20.7

22.2

13 6

7.7

7.2

14 8

13.3

14.7

22 2
3.7

0.9

1.0

1.4

2.4

2.0

4.9

40～49歳(2,020人)

50～59歳(808人)

60歳以上(81人)

る
子
の
配
偶
者
の
年
齢
別

38.3 13.6 14.8 22.2
2.5 0.0

60歳以上(81人)

※就労している子と子の配偶者の年齢が不明な者がいるため、就労している子と子の配偶者の年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。
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（５）子と子の配偶者の職業紹介元等
日本に在住している子と子の配偶者の現在の職業の紹介元は、「知人・友人の紹介、自分で

みつけた」が42.5％で最も多く、「公共職業安定所」が22.3％と続いている。
また、「公共職業安定所の利用経験がある」が35.2％であり、「公共職業能力開発施設の利用

公共職業安定所

自立研修センター、支援・交流センター
身元引受人、自立指導員、支援・相談員、自立支援通訳、都道府県・市区町村職員

学校（専修・各種学校を含む ）

（グラフ５３ 日本に在住している子と子の配偶者の職業の紹介元） n=2,601
※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

また、 公共職業安定所の利用経験がある」が35.2％であり、 公共職業能力開発施設の利用
経験がある」が10.0％となっている。

4.233.1 4.8 47.7 10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校（専修 各種学校を含む。）
知人・友人の紹介、自分でみつけた
わからない
無回答

前回調査

就労している子と

子の配偶者

22.3 1.5 5.0 42.5 18.33.3 7.1
今回調査
就労している子と

子の配偶者

(10,987人)

（グラフ５４ 日本に在住している子と子の配偶者の公共職業安定所利用経験） n=2,848

※前回調査の「公共職業安定所」との回答の中には、自立研修センター、支援・交流センター、身元引受人、自立指導員、 支援・相
談員、自立支援通訳、都道府県・市区町村職員）を含む。

4.749.5 30.7 15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

前回調査

日本に在住している

本 者 職 定所 経験 ,
※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

35.2 22.9 29.712.2

本

子と子の配偶者

今回調査

日本に在住している

子と子の配偶者

(15,308人)

（グラフ５５ 日本に在住している子と子の配偶者の公共職業能力開発施設利用経験） n=2,848

4.211.0 73.7 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

前回調査

日本に在住している

子と子の配偶者

※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

10.0 53.1 28.58.4

子と子の配偶者

今回調査

日本に在住している

子と子の配偶者

(15,308人)
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（６）子と子の配偶者の日本語習得状況
子と子の配偶者の日本語理解度について、「日常のほとんどの会話に不便を感じない」が子で

63.6％、子の配偶者で46.3％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常のほとんどの会話に不便を感じない 買物、交通機関の利用に不自由しない

片言のあいさつ程度 まったくできない

どのくらい理解できるかわからない 無回答

（グラフ５６ 日本に在住している子と子の配偶者の日本語理解度（年齢別）） n=2,848 
※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

63.6

77.7

74.9

13.7

9.1

10.8

16.0

7.4

50.8 26.9

3.1

13.3

1.3

5.4

0.6

1.9

2.7

2.3

1.3

2.4
7.8

6.2

30歳未満(319人)

30～39歳(2,309人)

今回調査

子 (9,101人)

前回調査

子と子の配偶者

65.1

47.4

42.2

14.0

21.0

20.3

10.4

19.1

25.1

3.6

6.4

6.4

6.7

1.6

0.9

4.4

2.6

2.5

1.3

歳( , )

40～49歳(3,933人)

50～59歳(1,712人)

60歳以上(315人)

子
の
年
齢
別

46.3

33.3

52.4

49 4

17.4

14.9

17 6

14.4

12 6

23.9

15.8

14 3

16.1

10.5

15.6

3.4

7.2

2.4

3.7

3.9

4.0

3.6

14.8

30歳未満(180人)

30～39歳(1,682人)

40 49歳(2 749人)

今回調査
子の配偶者 (6,207人)

子
の
配
偶
者 49.4

37.0

29.9

17.6

20.2

19.3

12.6

20.9

24.8

4.8

14.3

13.7

13.0
9.4

2.6

3.5

3.4

40～49歳(2,749人)

50～59歳(1,342人)

60歳以上(254人)

者
の
年
齢
別

※子の年齢が不明な者がいるため、子の年齢別の人数の合計は、全体数と異なります。

1 4％
6.1％

18.5％

26.0％

2.4％ 2.9％
0.5％ 0.2％ 1.9％ 2.6％ 0.8％ 1.6％

28.4％

18.0％

10％

20％

30％

40％

50％

子及び子の配偶者

（グラフ５７ 日本に在住している子と子の配偶者の日本語勉強方法) 〈複数回答〉 n=2,848

※回答のあった帰国者の子と子の配偶者の数を足し上げて集計。

家庭で独

学

定着促進

センター

の遠隔学

習

自立研修

センター

自立指導

員による

指導

身元引受

人による

指導

支援・交

流セン

ター

都道府

県・市区

町村の主

催する日

本語教室

民間の有

料日本語

教室

民間の無

料日本語

教室

夜間中学 日常生活

の中で

（買い物、

職場、学

校等）

特に何も

していな

い

わからな

い

無回答

1.4％0.5％ 0.2％

0％
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（７）生活支援の状況
帰国者に対して、生活費の援助をしている子は2.6％となっている。また、生活費の援助はして

いないが身の回りの世話をしている、精神的な支えとなっている子は61.3％となっている。
一方、帰国者から生活費の援助を受けている子は1.3％となっている。また、帰国者から

生活費の援助がある。
生活費の援助はないが、身の回りの世話をしてくれる。
生活費の援助はなく 身の回りの世話もしてくれないが 精神的な支えとなってくれる

（グラフ５８ 子から帰国者への生活支援の状況） n=2,477
※回答のあった帰国者の別居している子の数を足し上げて集計。

方、帰国者から生活費の援助を受けている子は .3％となっている。また、帰国者から
身の回りの世話を受けたり、精神的に支えられている子は44.9％となっている。

10.7 24.3 25.2 32.0

2.6 26.2 35.1 24.1 12.0

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費の援助はなく、身の回りの世話もしてくれないが、精神的な支えとなってくれる。
子からの支援はない。
無回答

前回調査

今回調査（7,608人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費の大部分 生活費の約半分 生活費の一部

こづかい程度（１万円以下） 無回答

前回調査

（グラフ５９ 生活費援助の程度） n=97

14.2 7.5 27.7 48.8

7.5 3.0 38.0 29.0 22.5

1.8
前回調査

生活費の援助をしている子

今回調査

生活費の援助をしている子

(200人)

（グラフ６０ 帰国者から子への生活支援の状況） n=2,447
※回答のあった帰国者の別居している子の数を足し上げて集計。

1.3 8.2 36.7 34.1 19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費の援助をしている。
生活費の援助はしていないが、身の回りの世話をしている。
生活費の援助も、身の回りの世話もしていないが、精神的に支えている。
特に支援はしていない。
無回答

今回調査　(7,608人)

生活費の大部分 生活費の約半分 生活費の一部

こづかい程度（１万円以下） 無回答

（グラフ６１ 帰国者から子への生活費援助の程度） n=55

12.5 4.2 24.0 16.7 42.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費の援助を

受けている子(96人)
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１２ 地域生活の状況

（１）近所との交際状況

近所付き合いの状況について、「お互いの家に招待しあうような親しい人がいる」と答えた帰国
者は17.4％、「道で会ったときに、立ち話をする程度に親しい人がいる」と答えた帰国者は24.5％
となっている。

17.4

24.5

24.0

26 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お互いの家に招待しあうような親しい人がいる

道で会ったときに、立ち話をする程度に親しい人がいる

となっている。

（グラフ６２ 近所付き合いの状況） 〈複数回答〉 n=4,377

51.7

15.2

14.1

26.7

50.5

18.4

道で会ったときに、あいさつ(会釈)をする程度の人がいる

近所の人とは、つきあいがない

無回答
今回調査_全体 前回調査_全体

（グラフ６３ お互いの家に招待しあうような親しい人の人数） n=763

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11人以上 無回答

お互いの家に
招待しあうよう

（グラフ６３ お互いの家に招待しあうような親しい人の人数） n 763

5人以下 6～10人 11人以上 無回答

63.7 16.4 14.9 5.0
招待しあうよう
な親しい人の

人数(n=763)

（グラフ６４ 道で会ったときに、立ち話をする程度に親しい人の人数） n=1,073

36.5 28.8 15.8 18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6 10人 11人以上 無回答

道で会ったとき
に、立ち話をする
程度に親しい
人の人数
(n=1,073)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人以下 6～10人 11人以上 無回答

（グラフ６５ 道で会ったときに、あいさつ(会釈)をする程度の人の人数） n=2,261

30.5 16.8 22.1 30.7

道で会ったとき
に、あいさつ(会
釈)をする程度の
人の人数
(n=2,261)
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（２）悩みの相談相手
生活の状況について、「悩みの相談相手がいる」と答えた帰国者は52.8％となっている。相談

相手は、「子」が74.0％で最も多く、以下、「配偶者」41.2％、 「友人(中国残留邦人等)」35.7％ 、
「親戚」27.9％、「自立指導員、支援・相談員、自立支援通訳」19.1％と続いている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

親戚」27.9％、 自立指導員、支援 相談員、自立支援通訳」 9. ％と続いている。

（グラフ６６ 悩みの相談相手の有無） n=4,377

52.8 22.6 24.6

73.6 19.1 7.3

今回調査_全体
(n=4,377)

前回調査_全体

41.2
39 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

配偶者

（グラフ６７ 日本国内の悩みの相談相手） 〈複数回答〉 n=2,309

74.0

27.9

14.9

35.7

14.2

19.1

6 8

39.7

72.4

19.9

8.7

25.4

8.4

18.8

配偶者

子

親戚

近所の人

友人(中国残留邦人等)

友人(中国残留邦人等以外)

自立指導員、支援・相談員、自立支援通訳

身元引受人 6.8

5.6

14.9

2.9

1.9

14.3

7.4

12.4

2.9

身元引受人

都道府県庁 ･ 市町村役場職員(福祉事務所職員以外)

福祉事務所職員（ケースワーカー）

その他

無回答

今回調査

前回調査
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（３）地域活動への参加状況
地域活動に参加したことがあると答えた帰国者は74.7％であり、参加している主な活動内容は

「町内会･ 自治会の地域清掃」が66.2％で最も多く、「地域の祭」が28.3％などとなっている。
また、地域活動に参加しない理由について、「日本語が分からないから」と答えた帰国者が

無回答

また、地域活動に参加しない理由に いて、 日本語が分からないから」と答えた帰国者が
42.5％で最も多く、「近所の人とつきあいがないから」が17.7％と続いている。

（グラフ６８ 地域活動参加状況） n=4,377

9.9%

ない
15.4%

ある
74.7%

66.2

28 3
75.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

町内会 ･ 自治会の地域清掃

（グラフ６９ 地域活動参加状況） 〈複数回答〉 n=4,377

28.3

22.5

9.5

9.0

5.9

6.0

5.8

27.8

19.4

7.7

6.5

10.6

7.2

地域の祭

防災訓練

民間のサークル活動(スポーツ、趣味の教室等)

都道府県・市区町村が実施する交流事業（地域生活支援事業）

ボランティア活動

バザー、廃品回収

学校のPTA

7.3

5.1

15.4

9.9

7.9

6.0

14.5

地域の学校の行事(文化祭等)

その他

参加したことがない

無回答

今回調査_全体

前回調査_全体

（グラフ７０ 地域活動に参加しない理由） 〈複数回答〉 =673

42.5

17.7

11.6

5 9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日本語が分からないから

近所の人とつきあいがないから

興味がないから

時間がないから

（グラフ７０ 地域活動に参加しない理由） 〈複数回答〉 n=673

5.9

8.2

27.9

7.0

時間がないから

参加したいものがないから

その他

無回答
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（４）今後の地域活動
今後、参加してみたい地域活動は、「町内会･自治会の地域清掃」と答えた帰国者が50.3％で

最も多く、「地域の祭」25.9％、「防災訓練」21.6％と続いている。
今後、地域活動に参加したくない理由について、「日本語が分からないから」と答えた帰国者が

50.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

町内会 ･ 自治会の地域清掃

今後、地域活動に参加したくない理由に いて、 日本語が分からないから」と答えた帰国者が
47.7％で最も多くなっている。

（グラフ７１ 今後参加してみたい地域活動） 〈複数回答〉 n=4,377

25.9

21.6

14.0

11.6

8.4

5.8

2.6

町内会  自治会の地域清掃

地域の祭

防災訓練

民間のサークル活動(スポーツ、趣味の教室等)

都道府県・市区町村が実施する交流事業（地域生活支援事業）

ボランティア活動

バザー、廃品回収

学校のPTA 2.6

5.4

7.7

17.2

17.0

学校のPTA

地域の学校の行事(文化祭等)

その他

参加したくない

無回答

47.7

12.7

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日本語が分からないから

近所の人とつきあいがないから

興味がないから

（グラフ７２ 今後地域活動に参加したくない理由） 〈複数回答〉 n=755

3.4

7.4

35.0

0.7

時間がないから

参加したいものがないから

その他

無回答
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○満額の老齢基礎年金等の支給

…中国残留邦人等の国民年金の被保険者期間に係る保険料の追納を認めるとともに、

追納に必要な保険料相当額を全額国が負担することにより 満額の老齢基礎年金等の支給

用語の説明

追納に必要な保険料相当額を全額国が負担することにより、満額の老齢基礎年金等の支給
を可能にするもの。

○支援給付

…満額の老齢基礎年金等の受給によっても、なお、その世帯の収入の額が一定の基準を

満たさない60歳以上の中国残留邦人等に、公的年金制度を補完するものとして実施している
給付給付。

○地域生活支援事業

…中国残留邦人等が暮らす身近な地域において、都道府県・市区町村が主体となり、

日本語を学ぶ場の提供や地域の人々との交流事業等を開催するなど、中国残留邦人等が
地域で生き生きと暮らせるよう支援するもの。

○支援・相談員

…中国残留邦人等からの日常生活上の相談等への対応や支援給付事務の補助業務等を
行うために支援給付実施機関に配置している相談員。

○中国帰国者「定着促進センター」○中国帰国者 定着促進センタ 」

…帰国直後の中国残留邦人等が入所し、日本語学習や日本の生活習慣等の研修を行う
施設。
（設置場所）埼玉県

○中国帰国者「自立研修センター」

…定着促進センターにおける研修を終えた中国残留邦人等が通所し、日本語学習、
日常生活上の相談や就労相談等の支援を行う施設。
（設置場所）東京都、大阪府

○中国帰国者「支援・交流センター」

日本語学習の継続 日常生活上の相談や就労相談 中国残留邦人等が地域社会から…日本語学習の継続、日常生活上の相談や就労相談、中国残留邦人等が地域社会から
孤立しないよう地域の人々との交流事業等を開催するなどの支援を行うとともに、都道府県・
市区町村が主体となって実施する「地域生活支援事業」への助言・協力等の支援を行う施設。
（設置場所）北海道、宮城県、東京都、愛知県、大阪府、広島県、福岡県
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